
＊普段からマスクの着用を心がける

＊成人に人工呼吸は実施しない。
＊小児及び乳児には、技術と意思
があれば、人工呼吸を組み合わ
せて行っても良い。

＊胸骨圧迫開始前に傷病者の顔や
口などをマスクや衣服等で覆う

＊傷病者に顔を
近づけすぎない

＊傷病者を救急隊に引き継いだあとは、すみやかに石鹸と流水で手と顔を十分に洗う

＊傷病者に顔を
近づけすぎない

新型コロナウイルス感染症流行期における一次救命処置の手順
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安全の確認

119番通報とAEDの手配

呼吸の確認（胸や腹の動きをみる）

ただちに胸骨圧迫を開始する。
（AEDを装着するまで、救急隊に引き継ぐ
まで、または傷病者が動き始める、息を
しはじめるまで続ける）

①電源を入れる ②電極パッドを貼る

電気ショック１回実施
その後、直ちに胸骨圧
迫を再開。可能であれ
ば人工呼吸を行う。

（２分間継続）

直ちに胸骨圧迫を再
開。可能であれば人
工呼吸を行う。
（２分間継続）

AEDの音声メッセージに従う

反応をみる

心電図解析
電気ショックが必要か？

普段どおりの息をしているか？

通信指令員の指示に従う。
または、救命サポートアプ
リを活用する。

回復体位
（様子を見守りながら救
急隊等の到着を待つ）

AED到着 AEDが到着した場合は、
AEDの操作を優先して行う

*救急隊等に引き継ぐまで、または傷病者が動き始める、息をしはじめるまで繰り返す。

周囲の安全を確認する

反応がない

していない

判断に迷う、わからない

判断に迷う、わからない

必要なし必要あり

している

確認

行動

（＊）新型コロナウイルス感染症流行期における対応



気道異物の除去

＊気道に物がつかえた事（窒息）に気づく

ことが重要

＊喉に詰まったのかを尋ねて、うなずくか

どうかを確認する。

窒息のサイン
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＊咳をすることが可能であれば、咳を続けさせる。

（最も効果的な方法）

＊咳をすることができなければ、手のひらの付け根

で背中を強く数回たたく（背部叩打法）か、両手

で上腹部を力強く手前上方に向かって圧迫するよ

うに突き上げる。

（腹部突き上げ法）

＊まずは背部叩打法を実施して効果がなければ、腹
部突き上げ法を実施する。

＊異物が除去できるか、傷病者の反応がなくなるま
で行う。

背部叩打法 腹部突き上げ法
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※乳児の場合

＊背部叩打法を行うか、心肺蘇生の際の胸骨

圧迫を腕に乳児を乗せて行う（胸部突き上げ法）

乳児に対する背部叩打法 乳児に対する胸部突き上げ法
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３ ファーストエイド（その他の応急手当）

①止血をするとき

＊傷口を直接圧迫する

＊感染防止のため、血液に直接触れない

②やけど（熱傷）をしたとき

＊すぐにきれいな流水で冷やす

＊衣服の上からやけどをした場合は、衣服

ごと冷やす

＊水泡はつぶさない

33



③熱中症になったとき

＊症状が立ちくらみ・こむら返り・大量の発汗のみ

↓

＊涼しい場所で安静にし、水分・塩分を補給しながら

体を冷却する

＊頭痛・吐き気・倦怠感などの症状がある

↓

＊医療機関で受診する

＊意識がもうろうとしている・体温が極端に高い

↓

＊直ちに 119 番通報し、救急隊が来るまで体の冷却

を続ける
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④回復体位

反応は無いが、普段どおりの息をしている

場合

＊傷病者を横向きに寝かせる

＊下あごを前に出す

＊上側の肘を曲げ、上側の膝を約 90 度曲げ

て、傷病者が後ろに倒れないようにする
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⑤子どものひきつけ（熱性けいれん）

＊衣服をゆるめ、楽に呼吸ができるようにする

＊横向きに寝かせ、口の中にたまっただ液などを

外に出しやすくする

＊熱が高いときは、頭や首・脇の下を氷などで冷

やし、体は毛布で保温する

⑥傷病者の移動方法

＊背負い搬送 ＊徒手搬送 ＊担架搬送
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１１９番通報時、必要な内容

・住所（発生場所）

・発生場所への目標となるもの

・傷病者の年齢、性別

・症状や事故内容

・通報者の名前、電話番号

119番通報後、その場に滞在できるようであれば、
救急隊が到着するまで、できるだけその場から離れ
ず傷病者に寄り添う。
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気をつけて！ケガ・病気 予防救急
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救急安心センターおおさか

突然の病気やケガで困ったときは

電話＃7119 または 06－6582－7119

＜緊急時には 迷わず119番を！＞
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小児救急支援アプリ
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